
様式第 1号 (乙 )(第 2条関係 )

収 支 報 告 書

堺市議会議長  的場 慎一 様

議員氏名

堺市議会政務活動費の交付に関する条例第 7条第 1項の規定により、

政務活動費について次のとおり報告 します。

収  入

支  出

6年  4 月  30日

西テ|1 知己

令和5年度

(単位 円)

収 入 の 種 類 決 算 額 算 出 基 礎 等

1政務活動費

2そ の他

2,970,000

4,530

@270,000円

自己資金

X 1lヶ月 2,970,000 円

収 入 合 計 2,974,580

使 途 項 目 決 算 額 ムi''ラ
'′

J々 l“ 活車,ll,■・,キn 備 考

随…
査 研 究 費

研 修 費

要 請 ・ 陳 情 活 動 費

本
不 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

広 報 ・ 広 聴 費

人 件 費

事 務 ・ 事 務 所 費

161,566

卜‐‐‐い………‐‐ヽ,‐■‐‐‐口__,

198,000

1,940,8001

674,1

161,000

197,000

1,940,0001

672,

調査研究等に資する移動等

市政報告チラシの発行・配布等

政務活動を補助する職員の雇用

市政事務所の設置、備品のリース等

支 出 合 計 2,974,530 2,970,000

1



様式第 14号 (第 7条関係 )

令和 5年度   事業実施報告書

会派の名称 ◆議員氏名 大阪維新σ)会堺市議会議員国 西川 知己

主な事業・行事名 期    日 内 容 の 説 明

【事務・事務所費】

市政事務所の設置

備品購入等

【広報 。広聴費】

議会レポー トの作成

印刷、郵送

I調査研究費】

ガソリン代

【人件費】 5/1-3/31

5/1-3/31

5/1-3/31

5/1-3/31

政務活動を補助する職員の雇用を行つた。

事務所家賃、駐車場代、光熱費、携帯電話使

用料金及び事務所で使用する文房具 (ペ ン・

付箋・クリップ 。ファィル等)を購入した。

議会 レポー ト酉己布のため、レポー トのデータ

作成、印用1、 郵送を行った。

市政相談、市政のための調査研究のための移

動を行つた。
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  西川 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請
・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)

年月 日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

2023/5/5 1 120,000 -120,000 人件費 ③

2023/5/5 2 96,720 -216,720 人件費 ③

2023/5/5 3 39,560 -256,280 人件費 ③

2023/5/10 4 11,659 -267,939 ガンリン代 ①

2023/5/10 5 12,012 -279,951 事務所電気代 ⑨

2023/5/10 6 6,523 -286,474 Vi― Fi,固定電話使用料 ③

2023/5/29 7 44,715 -331,189 事務所家賃 ⑨

月 計 0 331,189

累  計 0 381,189 -331,189
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会  計  帳  簿

会派の名称 ,議員氏名  西川 知己

年月 日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/6/5 1 120,000 ～451,189 人件費 ③

2023/6/5 2 47,840 -499,029 人件費 ③

2023/6/5 3 36,800 -535,829 人件費 ⑥

2023/6/9 4 540,000 4,171 5月 、6月 政務活動費受け入れ

2023/6/12 5 5,418 -1,247 Vi―Fi・ 固定電話使用料 ⑨

2023/6/12 6 8,910 -10,157 事務所電気代 ◎

2023/6/12 7 11,598 -21,755 ガノリン代 ①

2023/6/27 8 44,715 -66,470 事務所家貨 ⑨

月 計 540,000 275,281

累 計 540,000 606,470 -66,470

1

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活露
'J費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報 。広蹴l費 、③人件費、

⑨事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称 `議員氏名  西川 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

⑨事務・事務所費)

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/7/5 1 120,000 -186,470 人件費 ⑥

2023/7/5 2 37,720 -224,190 人件費 ⑥

2023/7/5 3 53,040 -277,230 人件費 ③

2023/7/10 4 810,000 532,770 7月 ,8月 ,9月 政務活動費受け入れ

2023/7/10 5 5,054 527,716 Wi一Fi,固定電話使用料 ⑨

2023/7/10 6 10,428 517,288 事務所電気代 ⑨

2023/7/10 7 7,743 509,545 ガツリン代 ①

2023/7/27 8 44,715 464,830 事務所家賃 ⑨

月 計 810,000 278,700

累 計 1,350,000 885,170 464,830
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称 ,議員氏名  西川 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

⑨事務・事務所費)

1

年月 日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内 容 項 目 その他

2023/8/5 1 120,000 844,880 人件女 ③

2023/8/5 2 31,280 313,550 人件費 ③

2023/8/10 3 8,658 304,892 ガンリン代 ①

2023/8/10 4 9,241 295,651 事務所電気代 ⑨

2023/8/10 5 5,307 290,344 Wi―Fi・ 固定電話使用料 ③

2023/8/28 6 44,715 245,629 事務所家賃 ⑨

月 計 219,201

累 計 と,350,000 1,104,371 245,629
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  西川 知己

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/9/5 1 120,000 125,629 人件費 ⑥

2023/9/5 2 26,680 98,(θ 49 人件費 ⑥

2023/(υ /11 3 21,190 77,75(J ガソリン十ヽ ①

2023/9/11 4 13,404 64,355 事務所電気代 ③

2023/9/11 5 4,922 59,433 Wi一 Fi・ 固定電話使用料 ⑨

2023/9/27 6 44,715 14,718 事務所家賃 ③

月 計 230,911

累  計 1,350,000 1,335,282 14,718

1 の

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称 。議員氏名  西川 知己

の

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載するc(次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、①会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)

年月 日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/10/5 1 120,000 -105,282 人件費 ⑥

2023/10/5 2 39,560 -144,842 人件費 ⑥

2023/10/10 3 810,000 665,158 10月 、11月 、12月 政務活動費受け入れ

2023/10/10 4 13,093 652,065 ガソリン十〔 ①

2023/10/10 5 15,00(J 637,056 事務所電気代 ③

2023/10/10 6 5,126 631,930 Vi― Fi。 固定電話 ③

2023/10/13 7 785 631,145 出張費用 ①

2023/10/27 8 44,715 586,430 事務所家賃 ③

月 計 810,000 238,288

累 計 2,160,000 1,573,570 586,490

■
■
■
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  西川 知己

年月 日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/11/5 1 120,000 466,430 人件費 ⑥

2023/11/5 2 3tじ ,560 426,870 人件費 ③

2023/11/10 3 16,518 410,352 ガソリン代 ①

2023/11/10 4 12,(J74 397,378 事務所電気代 ⑤

2023/11/10 5 4,958 392,420 Wi Fi固 定電話 ③

2023/11/10 6,430 385,990 出張費用 ①

2023/11/10 7 23,850 362,140 出張費用 ①

2023/11/27 8 44,715 317,425 事務所家賃 ⑤

月 計 0 269,005

累  計 2,160,000 1,842,575 317,425

1

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

⑨事務 。事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  西川 知己

年月日
整理

番 号
収入密貞 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2023/12/5 1 120,000 197,425 人件費 ⑥

2023/12/5 2 45,080 152,345 人件費 ⑤

2023/12/11 3 7,603 144,742 ガソリン代 ①

2023/12/11 4 11,044 133,698 事務所電気代 ③

2023/12/11 5 4,901 128,797 Wi Fi固 定電話 ③

2023/12/27 6 44,715 84,082 事務所家賃 ③

月 計 0 233,343

累 計 2,160,000 2;075,(J18 84,082

1

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係)

会  計  帳  簿

会派の名称・議員氏名  西)II 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要講

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、⑥人件費、

⑨事務・事務所費)

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

2024/1/5 , 120,000 -35,918 人件費 ⑥

2024/1/5 2 46,000 -81,918 人件費 ③

2024/1/10 3 810,000 728,082

2024/1/10 4 4,089 7B3,998 ガノリン代 ①

2024/1/10 10,080 713,963 事務所電気代 ③

2024/1/10 6 4,932 709,031 Vi― Fi固定電話 ③

2024/1/29 7 44,715 664,316 事務所家賃 ⑤

月 計 810,000 229,766

累 計 2,970,000 2,305,684 664,316

■
■
■
■

■

■

■
■

■

■
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  西)|1 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、⑥人件費、

⑨事務・事務所費)

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残 額 内容 項 目 その他

2024/2/5 1 120,000 544,316 人件費 ⑤

2024/2/5 2 40,480 503,336 人件費 ①

2024/2/13 3 24,218 479,618 ガソリン代 〇

2024/2/13 4 10,024 469,594 事務所電気代 ⑨

2024/2/13 5 4,928 464,666 ri一 Fi固 定電話 ⑨

2024/2/27 6 44,715 ・119,961 事務所家賃 ⑤

月 詞・ 0 214,365

累  計 2,970,000 2,550,049 419,951

■

■

■

■
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様式第刊O号(第6条関係)

備考

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名 西川 知己

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市機会政務活動費の交付に関する条例別表に配載されている政務活動

費の使途項目を記載する。(次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請・

陳情活動費、④会搬費、⑤資料作成費、⑥資料騰八費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

2024/3/5 1 120,000 299,951 人件費 ③

2024/3/5 40,480 259,471 人件費 ③

2024/3/11 3 4,132 255,339 ガソリン代 ①

2024/3/11 4 12,156 243,183 事務所電気代 ③

2024/3/11 5 4,998 238,185 Wi―日固定電話 ③

2024/3/27 6 44,715 193,470 事務所家貨 ③

2024/3/30 7 198,000 -4.500 市政報告書作成費 ②

月 計 0 424,481

累 計 2,970,000 21974,530 -4.530
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参考様式第 1号

雇用状況報告書

会派の名称・議員氏名

※雇用契約書またはそれに代わる書類の写しを併せて提出すること。

※職務内容をもとに算定する場合の按分率

職務内容 按分率

政務活動 +後援会活動 1/2
政務活動 +後援会活動十政党活動 1/3

西サ|1 知己

 

 

       

〒 

大阪府堺市

2023年  4月  1日 2024年- 3月  31日

図直接雇用 口その他 (派遣等 )

120時間 / 月  (1日   8時 間X  3日 ・4日  / 週 )

図月額  口日額  □時給 150,000  円

□政務活動  図政党活動  図後援会活動  口( )活動

□勤務実態をもとに算定

(週 勤務時間数のうち政務活動にかかる時間)  19。2 時間

(週勤務時間数) 24 時間

80%

□職務内容をもとに算定 ※下記参照

□生計を―にしない親族  □第三者  □その他 (

※議員と被雇用者の関係は、生計を―にしていないことを条件とする。

)

(上記以外の活動がある場合は、その活動を含めて分母の数とする。)
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参考様式第 2号

雇 用 契 約 書

ふりがな  生 年 月 日

氏   名  

現 住 所
大阪府堺市

TEL

下記の条件で契約する

雇用期間 2023年  4月  1日 か ら  2024年  3月  31日 まで

就業場所
堺市北区長曾根町 408・ 1関西ビル 1階

仕事内容
政務活動に係る補助及び関係書類の作成

政務活動関係事務

就業時間

(休憩時間 )

午前 9時 00分から  年後 6時 00分
上記の時間内で、月間の就業が 150時間を超えない程度

(就業時間中に 15分、就業時間が 6時間を超える場合は 60分 )

休   日
土曜 日、 日曜 日、祝 日、年末年始、夏季休暇時

給与・待遇
月額 150,000円

給与支払
毎月月末締め、翌 5日 払い

(支払日が休 日の場合は、翌営業日に支給)

給与振込先
雇用者の指定す る方法にて

上記契約期間満了をもつて本契約を解消する

契約書は 2通作成し、双方が各 1通 を保管する

20日

雇用者

被雇用者  

2023年   3月

西川 知 己
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 4月 )

氏名 :  

日 曜 日 女台業日寺亥」終業時亥」休憩時間
労働時間

備  考
基  本 時間外

1日 土

2日 日

3日 月

4日 火

5日 水

6日 木

7日 金

8日 土

9日 日

10日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 火 9100 18:00 1:00 8:00

12日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

13日 木 9100 18:00 1:00 8:00

14日 金 9:00 18:00 1100 8:00

15日 土

16日 日

17日 月 9100 18:00 1:00 8:00

18日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

19日 水 9:00 18:00 1:00 8100

20日 木 9:00 18:00 1100 8:00

21日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

22日 土

23日 日

24日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

26日 水 9:00 18100 1:00 8:00

27日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

28日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

29日 土

30日 口

合計時間 120 時間

出席日数 15 日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 5月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 月

2日 火

3日 水

4日 木

5日 金

6日 土

7日 日

8日 月 9,00 18:00 1:00 8:00

9日 火

10日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

12日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

13日 土

14日 日

15日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

16日 火

17日 水 9100 18:00 1100 8:00

18日 木

19日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

20日 土

21日 日

22日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

23日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

24日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

26日 金 9:00 18:00 1:00 8100

27日 土

28日 日

29日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

30日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

31日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

合計時間 120 時間

出席 日数 15 日 確認印
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 6月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

2日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

3日 土

4日 日

5日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

6日 火

7日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

8日 木

9日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

10日 土

11日 日

12日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

13日 火

14日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

15日 木 9:00 18100 1:00 8:00

16日 金 9:00 18100 1:00 8:00

17日 土

18日 日

19日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

20日 火

21日 水

22日 木 9,00 18:00 1:00 8:00

23日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

24日 土

25日 日

26日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

27日 火

28日 水

29日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

30日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

31日

合計時間 120 時間

出席 日数 15 日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 7月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 土

2日 日

3日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

4日 火

5日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

6日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

7日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

8日 土

9日 日

10日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 火

12日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

13日 木

14日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

15日 土

16日 日

17日 月 9:00 18:00 1100 8:00

18日 火

19日 水 9:00 18100 1,00 8:00

20日 木

21日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

22日 土

23日 日

24日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 火

26日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

27日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

28日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

29日 土

30日 日

31日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

合計時間 120 時間

出席日数 15 日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 8月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

2日 水 9:00 18,00 1:00 8:00

3日 木

4日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

5日 上

6日 日

7日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

8日 火

9日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

10日 木

11日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

12日 土

13日 日

14日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

15日 火

16日 水 9:00 18:00 1100 8:00

17日 木

18日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

19日 土 9:00 18:00 1:00 8:00

20日 日

21日 月 9:00 18:00 1,00 8:00

22日 火

23日 水

24日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 金 9:00 18:00 1;00 8100

26日 土

27日 日

28日 月

29日 火

30日 水 9100 18:00 1:00 8:00

31日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

合計時間 120 時間

出席 日数 15 日 Eロ
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 9月 )

氏名 :  

日 1醒 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 金 9100 18:00 1:00 8:00

2日 土

3日 日

4日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

5日 火

6日 水 9:00 18100 1:00 8:00

7日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

8日 金 9:00 18:00 1:00 8100

9日 土

10日 日

11日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

12日 火

13日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

14日 木 9!00 18:00 1:σσ
´
8:σ0

15日 金 9i00 18:00 li00 8:00

16日 土

17日 日

18日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

19日 火 9r00 18r00 1丁00 8r00

20日 水

21日 木

22日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

23日 土

24日 日

25日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

26日 火

27日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

28日 木

29日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

30日 土

31日

合計時間 120 時間

出席 日数 15 日
同
Ｐ

と
Ｆ
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 10月 )

氏名 :  

イ  .

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 日

2日 月 9100 18100 1:00 8:00

3日 火

4日 水 9:00 18:00 1100 8:00

5日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

6日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

7日 土

8日 日

9日 月 9100 18:00 1:00 8:00

10日 火

11日 水 9100 18:00 1:00 8:00

12日 木

13日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

14日 土

15日 日

16日 月 9:00 18:00 と:00 8:00

17日 火

18日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

19日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

20日 金 9:00 18:00 1100 8:00

21日 土

22日 日

23日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

24日 火

25日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

26日 木

27日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

28日 土

29日 日

30日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

31日 火

合計時間 120 時間

出席日数 15 日 確認印
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 11月 )

氏名 :  

日 日醒・日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

2日 木 9:00 18:00 1:00 8100

3日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

4日 土

5日 日

6日 月 9:00 18:00 生:00 8:00

7日 火

8日 水 9:00 18:00 1と 00 8:00

9日 木

10日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 土

12日 日

13日 月 9,00 18:00 1:00 8:00

14日 火

15日 水 9;00 18:00 1100 8100

16日 木

17日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

18日 土

19日 日

20日 月 9:00 18100 1:00 8:00

21日 火

22日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

23日 木

24日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 土

26日 日

27日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

28日 火

29日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

30日 木 9:00 18:00 1!00 8:00

31日

合計時間 120 時間

出席日数 15 日 確
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歩考税五第 み好

崩驚簿 (2023専 ;2爵 )

舞名 ;  

窮 鐸 凛 夕盗1擦部寺亥琴終葉時亥ど練薙時報
労
―
鐙鱒麗

犠 考
基 本 婚聞公

t理 今 9,89 と毬手OO ltOI 8,00

2澪

S難 一
一一≒

峰オ: 9tOO 18109 1:OO 8100

島魯 欠

6嘉 デk OtOl】 18:or, 生iO(〕 8100

7韓 客 9,OO ,傘 190 4100 毬iむ0

B歯 金 9i00 18と Orじ とi100 8:OO

9感

亀,◇ :→ 録

角 9100 48,00 生190 8iOO

12鶏 欠

とS謝
=ヱ

9100 :8:OO 4iOO 3:90

1章 憂 1ヽ

46基 今 91時O 監3100 liOθ 惑100

生もニ

17J 一強

:惑 雛 (:!|le◇ 181(10 生!OO 8iOO

1寄 ■ 穴 常】OO と息子OO とiOO 8:0◇

20埒 ,( 9:00 18:00 1109 8100

21= 本

″2打: 孝 9tOO 上8:つ0 二:Ol〕 $tOO

29尋

2411 避

254 舞 eroo と8tOO とiOO 8iOO

26療 k

2了 義 茎
(ε iOO と8:OO 1,CIC 8:00

2息 帯 イ率 9tOO と8ilみO 亀Ⅲ◇O 8t00

宦9纂 李
エ

3ё 婁

息とi0
∵
中
【

含君:・ 時費 120 籍 縛

麹癖 攀数 15 建 秤控環

一
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務身株式第 る好

執驚簿 〔之024等 生癖

'

氏亀 ,  

罐 籍 まを集籍夕i 絡業輝刻 休懇al甕
労働持錦

鶴  考
基 本 l時 期外

上毒 儀
〔

2身 火

3残 iメイ

ィ々色 昇t

5森 今

ら毎

/il:
一
＝
「

患群 舜

9毎 火 9;OO 48:00 と士OO 8iOO

生命を ′材 9:00 士忠tOO 1,Oё 8与 OO

一一一導一一”
主 9i00 18i100 ltOO 8:OO

12毒 金 鬱与◇O 18100 と,IOO 8:OO

le,, ■

14癖

ヱう当 身 9:OO 18iOO ≧iO懲 8:OO

18焦 A

17韓 ・４ Flttっ O 18tOΘ ユ子◇0 eF◇ O

生惑震 テ

～
OtOO 1心 :OO とiOO 8iO企じ

と導盛 今 9:OO 皇患:◇O 稜.:OO 3:0◇

2a n

21'i: 畠

'2■

府
″

9与 OO t懲 ;◇〔, 1:⇔ O 8tOO

2息 彙 9t00 18:◇ O 1≒ ⇔O 3と とIO

24譲 ・ポ
・

Ⅲ9iOO 18:OO と;OO 3100

26鶏 え

脅6弓 余 9tOO 181ことё と:O◇ S,◇ O

αΥ嬢

″心好

29譲 粛 9,CO 13:鬱◇ ユiOO 3rOO

3感 離 大 9:GO と毬iOO とtOO 8100

31薄 水 9109 13:90 lteo atoo

合計務鶴 と26 揺F躍看

逮繊魯独 kる 轟 確認ra
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歩を撫寃第 5孝

歳熊簿 (2り 24年 2月

'

鈍塩 1  

揺 露々癖 始基勒 1 終簾鋳寡: 株鍮踏斜傷母
労録時報

鍵 考
攘  泰 欝擬体

と薄 本 εiO◇ 1 3iOrチ liOO 惑iOO

2射 劣 9tOO 18rt｀0 と|(90 堪:OO

9彗

4熟 肇

しI´ 舟 O160 18tOO 生モ00 3tOO

6義 火

r■ ,
′ヤ 9:0(ユ

`患

f00 と|1寺 8100

8犠 本

9薫 募 9:Olう 181001 ttOO 3160

a◇ 祭

とと:持
盛
転

とヨ潟 増

生導暮 欠

と

'打
承 9,OO 隻8:00 i:Otl 8,00

と与辞
，♯
一 O100 と8iOO E:lё 3tOё

16-~ 命 豊rOO 18:CO と19ゆ 8:OO

生71 主

ド避〕
綸

卜増

玉守ヽ 9:lf″ 13,CO 生:OO 患:9ё

ヨOⅢ え 9tO◇ 1畠 :そう0 とiOO 8:90

2と til 水 鬱手00 と8400 と100 墓,00

″2繊 不 ( 9ir)O 18,00 二:0◇ 3,こ10

″傘正 魂

24■

251:i
一
ト
ウ

ク6驚 局 9モ Ofl 1 8iOO ltOO 8:OO

2ア 澪 大

2患 無 本 9iOO 13:OO 嶺iOO 8:OO

密O等 不 O:◇ё 18:OO ltOO 患iOO

eo理

et義

合静幣鐵 120 犠鶴

逮篤鶏漁 15 藝 罐謙攀
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参考様式第 1号

雇用状況報告書

会派の名称・議員氏名

※雇用契約書またはそれに代わる書類の写しを併せて提出すること。

※職務内容をもとに算定する場合の按分率

職務内容 按分率

政務活動十後援会活動 1/2
政務活動十後援会活動十政党活動 1/3

西)|1 知己

 

         

〒 

堺

2023年  4ノ月  1 日 2024年  3月   31 日

図直接雇用 □その他 (派遣等 )

96時間 / 月  (1日   8時 間×  2日 ・3日  / 週 )

□月額  □日額  図時給 1,300円

図政務活動  □政党活動  □後援会活動  □( )活動

図勤務実態をもとに算定

(週 勤務時間数のうち政務活動にかかる時間)  19。2 時間

(週勤務時間数)  24 時間

80%

□職務内容をもとに算定 ※下記参照

□生計を―にしない親族  図第二者  □その他 (

※議員と被雇用者の関係は、生計を―にしていないことを条件とする。

(上記以外の活動がある場合は、その活動を含めて分母の数 とする。 )

27



参考様式第 2号

雇 用 契 約 書

ふりがな  生 年 月 日

氏   名

現 佳 所

 
TBL

下記の条件で契約する

雇用期
―
間 2923年  4月  1日―

から  2024年  3月  31日 まで

就業場所
堺市耳

`区

長曾根町408‐ 1関西ビル 1階

仕事内容
係る.補助及び1関係書類の作成

就業「幣間

(体憩時間)

9時 OO分か・ら 午後 6.時 00分の中で週 1日寺間からとする
に 15分Ⅲ就業H寺問が G欝問を超える場合は 60分 )

体   日
シフ ト制

記契約期間満了をもって本契約を解消する

■800円
給与 Ⅲ待遇

給与支才ム

給与振込先

月 ヤ5翌 日末締め、 払

目が体日の1場合は,、 翌営業目に東給)

る方法にて

双
!方

が各 1通を保管する

被雇用者

雇用者

報約書lま 2通1作成し、

西サ十1 知己

2023年   8月    20日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 4月 )

氏名

/

日 曜 日 始業時刻 終業時亥」休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 土

2日 日

3日 月

4日 火

5日 水

6日 木

7日 金

8日 土

9日 日

10日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 火 9:00 18:00 1:00 8:00

12日 水

13日 木 9:00 18:00 1:00 8:00

14日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

15日 土

16日 日

17日 月 9100 18:00 1:00 8:00

18日 火 9:00 18100 1100 8:00

19日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

20日 木

21日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

22日 土

23日 日

24日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 火

26日 水 9100 14:00 5:00

27日 木 9:00 18100 1:00 8:00

28日 金 9:00 18:00 1:00 8:00

29日 土

30日 日

合計時間 93 時間

出席日数 12 日 E日

29



参考様式第 5号

出席簿 (2023年 5月 )

氏名 :

)

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 月

2日 火

3日 水

4日 木

5日 金

6日 土

7日 日

8日 月

9日 火

10日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

11日 木

12日 金 9:00 13:00 4:00

13日 土

14日 日

15日 月

16日 火

17日 水 9100 18:00 1:00 8:00

18日 木

19日 金 9:00 14:OO 5:00

20日 土

21日 日

22日 月 9:00 18:00 1:00 8:00

23日 火

24日 水 9:00 18:00 1:00 8:00

25日 木

26日 金

27日 土

28日 日

29日 月

30日 火

31日 水 9:00 14:00 5:00

合計時間 46 時間

出席 日数 7 日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 6月 )

氏名 |  
労働時間

日 a番 日 始業時刻終業時刻 休憩1時1問

基 本 1時間外
備 考

a日 木

2日 金 9100 18100 ユ,00 8100

3日 土

今日 日

51日 月

6日 火

7日 水 9,00 14,00 5100

3日 木

0日 金

10日 土

11日 日

12日 月 91.00 113:00 4:00

13翔 火

14日 水

15日 本

16.日 金 9100 18100 1100 8100

17日 土

13日 目

19日 月 9,00 114:00 5:00

20日 火

21日 水 9,00 生3二〇〇 4100

2.21目 木

231目 金 9!00 13190 4100

124日 土

215日 日

26目 月 9,00 1‐ 3〔00 4100

27目 火

28目 水 9100 13子09 4100

29目 木

30.日
―

金 9100 14100 5:OO

31日

合計時間 51 時間

議席風:数 10 日 確認印
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参考様式第 1号

雇用状況報告書

会派の名称 。議員氏名

※雇用契約書またはそれに代わる書類の写 しを併せて提出す ること。

※職務内容 をも とに算定す る場合の按分率

職務 内容 按分率

政務活動 十後援会活動 1/2
政務活動 +後援会活動 半政党活動 1/3

西川 知 己

 

 

       

T  

大阪府堺

2023Z辛  4月   1 日 2024年  3月  31日

□直接雇用 □その他 (派遣等 )

50 時間 / 月  (1日   5時 間×  2日  / 週 )

□月額  □日額  図時給 1,150円

□政務活動  図政党活動  図後援会活動  □( )活動

□勤務実態をもとに算定

(週勤務時間数のうち政務活動にかかる時間)  8 時間

(週勤務時間数)  10 時間

80%

□職務内容をもとに算定 ※下記参照

口生計を―にしない親族  図第二者  □その他 (

※議員と被雇用者の関係は、生計を―にしていないことを条件 とする。

)

(上記以外 の活動がある場合は、その活動 を含めて分母の数 とす る。 )
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参考様式第 2号

雇 用 契 約 書

ふ りがな  生 年 月 日

氏   名  

現 住 所
大阪府堺市

TEL

下記の条件で契約する

雇用期間 2023年  4月  1日 から  2024年  3月  31日 まで

就業場所
堺市北区長曾根町 408‐ 1関西 ビル 1階北側

仕事内蓉
訪間もしくは電話での市民相談の受付及び対応

政務活動に係る補助及び関係書類の作成

政務活動関係事務

就業時間

(休憩時間)

00分から午後 18時 00分の中で週 1時間からとする午前 9時

休   日
シフ ト制

給与・待遇
時給 1,150円

給与支払
毎月月末締め、翌 5日 払い

(支†ム日が休 日の場合は、翌営業 日に支給 )

給与振込先
雇用者の指定する方法にて

上記契約期間満了をもつて本契約を解消する

契約書は 2通作成 し、双方が各 1通を保管する

20日

雇用者

被雇用者

2023年   3月

西チ|1 知己
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 4月 )

氏名 :  

| ,

日 曜 日 始業時亥」終業時亥」休憩時間
労働時間

備 考
基  本 時間外

1日 土

2日 日

3日 月

4日 火

5日 水

6日 木

7日 金

8日 土

9日 日

10日 月 9:00 13:00 4:00

11日 火

12日 水 9:00 13:00 4:00

13日 木

14日 金 9:00 13:00 4:00

15日 土

16日 日

17日 月 9100 14:00 5:00

18日 火 9:00 13:00 4100

19日 水

20日 木 9:00 14:00 5:00

21日 金 9:00 13100 4:00

22日 土

23日 日

24日 月

25日 火 9:00 13:00 4:00

26日 水

27日 木 9:00 13:00 4:00

28日 金 9:00 14:00 5:00

29日 土

30日 国

合計時間 43 時間

出席日数 10 日 確認 Eロ
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 5月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 月

2日 火

3日 水

4日 木

5日 金

6日 土

7日 日

8日 月

9日 火

10日 水 9:00 14:00 5:00

11日 木

12日 金 9:00 14:00 5:00

13日 土

14日 日

15日 月

16日 火

17日 水 9:00 14:00 5:00

18日 木

19日 金 9:00 14:00 5:00

20日 上

21日 国

22日 月

23日 火

24日 水 9:00 14:00 5:00

25日 木

26日 金 9:00 14:00 5:00

27日 土

28日 日

29日 月 9:00 14:00 5:00

30日 火

31日 水 9:00 14:00 5:00

合計時間 40 時間

出席日数 8 日
日
Ｐ

ビ
ト
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 6月 )

氏名 :  
労働‐時偽弓

目

'震

目 始業1時刻 終業1時刻 休憩時間―

基 本 脅寺簡外
備 考

と日 木

2日 金 9:00 13100 4100

31目 土

4日 日

5日 月|

6園 火

7日 水 9:00 13:00 4100

8日 木

9日 金 9100 14,00 5Ю0

10日 土

11日 日

12日 潟 9100 14,00 5100

13日 火

14日 水

15日 本

161日 金 9100 14,010 5:00

17固 止

■8園 日

19日
| 月

-9100 14100 5100

201囲 火

21日 水

22日 木

23日 金 19100 131o0 4100

24日 土

25日 日

26日 月 9:OO 14:00 S100

27目 火

28日 水

29臓 木 91010 lS100 4100

310日 金

31日

合計時間 4と 時間

出席日1数 9 日 確認 F″

36



参考様式第 5号

出席簿 (2023年 7月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 土

2日 日

3日 月

4日 火

5日 水 9:00 14:00 5:00

6日 木

7日 金 9:00 14:00 5,00

8日 土

9日 日

10日 月

11日 火

12日 水 9:00 14:00 5:00

13日 木

14日 金 9:00 14:00 5:00

15日 土

16日 日

17日 月

18日 火

19日 水 9:00 14:00 5:00

20日 木

21日 金 9:00 14;00 5:00

22日 土

23日 日

24日 月

25日 火

26日 水 9:00 13:00 4:00

27日 木

28日 金

29日 土

30日 日

31日 月

合計時間 34 時間

出席 日数 7 日 確認印
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 8月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 火

2日 水

3日 木

4日 金 9:00 13:00 4100

5日 土

6日 日

7日 月

8日 火

9日 水

10日 木

11日 金 9:00 13:00 4:00

12日 土

13日 日

14日 月

15日 火

16日 水 9:00 14:00 5:00

17日 木

18日 金 9:00 13100 4:00

19日 土

20日 日

21日 月

22日 火

23日 水 9,00 13:00 4100

24日 木

25日 金 9:00 13:00 4:00

26日 土

27日 日

28日 月

29日 火

30日 水 9:00 13:00 4:00

31日 木

合計時間 29 時間

出席 日数 7 日 EP
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 9月 )

氏名 :  

r

日 曜 日 始業時刻 終業時亥」休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 金 9:00 13:00 4:00

2日 土

3日 日

4日 月

5日 火

6日 水 9:00 14:00 5:00

7日 木

8日 金 9:00 14:00 5:00

9日 土

10日 日

11日 月

12日 火

13日 水 9:00 14:00 5:00

14日 木

15日 金 9:00 14:00 5i00

16日 土

17日 日

18日 月

19日 火

20日 水 9100 14:00 5:00

21日 木

22日 金 9100 14:00 5:00

23日 土

滲4日 日

25日 月

26日 火

27日 水 9:00 14:00 5:00

28日 木

29日 金 9:00 13:00 4:00

30日 土

31日

合計時間 43 時間

出席日数 9 日 確認印
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 10月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 日

2日 月 9:00 13:00 4:00

3日 火

4日 水 9:00 14:00 5:00

5日 木

6日 金 9:00 14:00 5:00

7日 上

8日 日

9日 月

10日 火

11日 水 9:00 14:00 5:00

12日 木

13日 金 9:00 14:00 5:00

14日 上

15日 日

16日 月

17日 火

18日 水 9:00 14:00 5:00

19日 木

20日 金 9100 14:00 5:00

21日 土

22日 日

23日 月

24日 火

25日 水 9:00 14:00 5:00

26日 木

27日 金 9100 13:00 4:00

28日 土

29日 日

30日 月

31日 火

合計時間 43 時間

出席日数 9 日
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参考様式第 5号

出席簿 (2023年 11月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 休憩時間
労働時間

備 考
基 本 時間外

1日 水 9:00 14:00 5:00

2日 木

3日 金

4日 土

5日 日

6日 月 9:00 13:00 4100

7日 火

8日 水 9:00 14:00 5100

9日 木

10日 金 9:00 14:00 5:00

11日 土

12日 日

13日 月

14日 火

15日 水 9:00 14:00 5:00

16日 木

17日 金 9:00 14:00 5100

18日 土

19日 日

20日 月

21日 火

22日 水 9:00 14:00 5:00

23日 木

24日 金 9:00

“

4,00 5:00

25日 土

26日 国

27日 月 9100 14:00 5:00

28日 火

29日 水 9:00 14:00 5:00

30日 木

31日

合計時間 49 時間

出席日数 10 日 確認印
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歩イ梯五第 わ寺

歳驚籍 r2023与 を.2月

'

氏名 i  

霧 罐

"
始業鋒夕| 終藻韓亥r 休議辮鶏

狩勘増鶏
鶴 を

基  本 特密丼

1墓
ィⅢⅢ

9iOO 14,OO 5,OO

B11

311 ４〓
“

4善 月 9子OO 14100 5〔 eo

うii ▲

心理 客 (9100 と寺100 岳ξ◇O

F森 /▼
｀

3盛 オ,ゝ

9:00 14:lつ0 6iOO

侍接

tO苺 れ
，

角

一ラ

ニフ11 狂

19著 ギく 9;OO 14100 み;◇ O

t毒 i 141

iも 要
/
|,オ OiOO l奪:OO も:OO

16館

後亨要 髯
崩

18理 為

主専予: 人

20理 章 9:OO 14:OO 5,GO

21舞 本

22籍 ム
一 9tO◇ 生4iOO う,OO

ど9凝

24を 磐

2与 隷 得
れ

26講 穴 9iO◇ 14iOO もiOO
ブ了籍 水 91c(シ 14100 も10ё

2感 離 エ

29曽 空

3(よ 0

eと 轟 秦
五

合計増鶴 60 時盟

逮路義教 1-O 翔
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参考様式経 5.考・

歳席
―
簿 (2024年 1月 ,

氏名  

籟 擦 始業籍勢r 絡葉埓亥と休攀埼弩
持効鶏密

燒 考
募 本 時報外

4｀
・

l 寿

″■ ザ4ィ

/ヽ

3,: 本

4理 本

め轟 歳

6猿

ri壽 “霧

患〔珂 島

9線 ク文

とめ糠 イ水 9,OO 4ヽ10◇ 5;00

it=: 称

12捕 金 910Cl 11100 愚:OO

13襲

11諄 Ｆ一
一一

弦ら送 後
一 91rlo 全B;◇O 塔iOO

16`= ガ

上▼競 水 9:OO と4iOO うiOO

と3毎 I不と

ユ3藤 .小 .

1与i 9:OO 密4rOr, み10n

?ё 理

21無 オＦ，

221: 詩

,3,|| 欠

p垂 善
=K

9iOO 14iOO 6iOO

クう!| 米

26§ 五 9tOO 1410o もiOO

27尊

28蕩 ， 蒻

′酵嘉 潟 9tOO と奪:◇◇ b:OO

BO叢 上

8'予 : 水 9190 14tOO ふ:OO

合争埓盟 44 鋳 膨

幾廊織数 9 機
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歩澪様 1式駐 5埼

麹l寺鋒 (2む 24年 2月

'

五名 ,  

需 罐 群 4舎 礫t砕孝亥1 終:業辮翔 体簸持密
勢勘鋳麓

備  考
継 森 埓観外

t碁 本

2騨 本
班 91荘どO と4tOO 6,Ctl

3欝

露機. 葺

う婦
建

マ

6嘱 メk

r選 え

“

ウ:OO 1毒 rOO 3:Oぐl

念li 林

9疑 食 9,t10 i4iOO 5i00

をf)||:

職

1?渾

ヨ3飯 A

14辞 本 Oと OO 14tOO 510C

毛るⅢ ,■ i

164 今 9:OO 14:OO 318◇

17霊 ■

18鶏 黒
舞

191と 為

20灘 ・火

21霧 アk 9:GO と4〔 00 5,90

22を 奉 9ェ OO 生aiF与 0 4iOO

2傘 粛 金

″4慕

2岳 盤 韓

26羞 驀 9100 塗4il,0 5100

2デ 澪 火

2島 ン: 水

29爾 本 9tOO 14t00 SiOO

懲O審

3と 辞

含長
=鋳

轡 44 患書幌

滋感 総数 9 掻
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参考様式第 3号

事務所 (使用)状況報告書

会派の名称 。議員氏名  西)|1 知己

※事務所・駐車場を賃借する場合は、賃貸借契約書またはそれに代わる書類の写しを併せて提出すること。

餞 )

騨
西)|1知 己

事務 E′汗名 西川知己事務所

T591-8025

堺市北区長曽根町 408‐ 1関西 ビル lF北側

TEL   072(276)4756

□自宅兼事務所  □専用事務所 (賃貸借契約先 株式会社明光  )
□私的使用

□後援会事務所

図政党活動事務所

他用途 との兼用

□ 有 →

□ 無
図会社等 (関係団体)

延べ面積
33  ぜ

月額   89,100 円

(政務活動費充当額  44,550 円)

政斡 轍 報 効

として使用する

!守l合 50。/。

(次 のいずれかの説明方法を選択 )

図使用面積による  使用面積

□使用時間による  月

詳細説明は備考欄にて

19♂/延べ面積 (ポ )

時間のうち    時間

事務所,関連経費

按分陀率など

維持管理

経費

図電気代・・・  50%  □水道代・・・   50%
□固定電話代・・・ 50%□その他 ( 事務用品等 )・ ・・ 50%

□生計を―にしない親族  □第二者  □その他 (

※議員 と貸主の関係は、生計を―にしていないことを条件とする。

)

事務所および水道光熱費、その他については、会社と事務所との面積按分で 60%分
の面積を政務活動及び政党活動に使用 し、事務所面積のうち 9o%を政務活動として

利用するため、全体の中の 50%を政務活動費として計上。。
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ililllll:
!|11■

1111!

■ |||■ |―

Ⅲ:

四
瑠

陶
国

一
一

令和 2年 10月 23日

物件名

関西 ビル 1 階 Jヒ 号室

契約者名
,

西川 知巳 様

株式会社明光
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所 在 地 (住居表示) 大阪府堺市北区長曾根町408番地の 1

物  件 関西 ビル 1階北号室

構   造 鉄骨造 地上3階建

契約期間 令和 2年 10月 23日 から 令和 4年 10月 22日 まで    ( 2年 間 【自動更新】とする )

賃

料

等

賃貸料 月額  78,000円 消費税 月額  8,100円 保証金

定額水道料 月額 3,000円
解約引き

(保証
金 )

合計月額 月額  89,100円

賃 料 等 の 支 払 時 期 縛 島轟邑違昴健尋是Ω鍵曇晟呉支
払い方法にて支払うこととする。

する。

賃料等の

支払方法
げ 口座引落 □ 振込

振
込
先

ド陣騨 T〕 |― JV 癬‖Щ
"

特

約

事

項

家賃は令和 2年 11月 23日 から発生するものとする。                         I
貸主は株式会社いえらぶパー トナーズが定める保証約款に従 うことに同意する。又、借主は株式会社いえらぶ |
パー トナーズが指定する入金方法 (口 座引落し)に従 うものとする。

壽イ

1纂露
聴乙l意

:さ 漁

皇第 5

:敷全

|(1
:に イヽ

1(ち
:イこフ

ヽ(I

:主 ]

:(
t未テ

:纏 |

:|

i `

t'

｀
使用 目的 事務所・店舗 として 業種 Z薇 冤孝務称

緊急連絡先

師
冴

主 との関係

氏名 TEL 
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店舗事務所用建物賃貸借契約書
第 1条 (契1約 の締結 )

貸主 (以 下 「甲」 という。)及び借主 (以下 「乙」とい う。)は、標記に記載する賃貸借の目的物 (以 下
「本物件」 という。)について、以下の条項により賓貸借契約 (以下 「本契約」とい う。)を締結 した。
第 2条 (契約期間)

契約期間は、標記に記載す るとお りとする。
2 甲又は乙が相手方に対 して別段の意思表示をしない ときは、同一条件でもつて さらに標記契約期間と
同期間、契約が自動更新 されるものとし、以後も同様 とす る。

第 3条 (使用 目的)

甲は、本物件を標記の目的をもって乙に賃貸 し、その使用をなさしめることを約 し、従つて乙は理由の如
何問わず住居 として使用 してはならない。

第 4条 (礼金)                                     …

乙は礼金 として、標記金額 を、現金をもつて契約 と同時に甲に支払 うものとし、理 由の如何を問わず返金
されない。

第 5条 (敷金 (保証金))
敷金 (保 証金)が設定されている場合、以下の通 りとす る。
(1)乙 は、敷金 (保証金)と して標記の金額を契約締結 と同時に甲に預託する。 なお、敷金 (無証金)

には利息を付 さない。

(2)甲 は、敷金 (保証金)を もつて乙の債務の弁済に充当することができ、これ により敷金 (保証金 )

に不足が生 じた場合、乙は直ちに不足額を預託 しなければならない。
l i3)乙 は、敷金 (保証金)を もつて、賃料等その他 この契約に基づ く乙の債務の弁済に充当することを
主張することはできない。
(4)敷金 (保証金)は、賃貸借が終了 し、乙が本物件を明け渡 した場合に標記の敷引 (解約引)お よび

未納の賃料等、延滞損害金、損害賠償金、自然消耗以外の補修等乙の負担すべき一切の債務を控除 した残
額を返還す る。尚、敷引 (解約引)以外の金額を敷金 (保証金)よ り控除する場合、甲は、その内訳を乙
に示 さなければならない。
(5)敷金 (保証金)の額が前号の支払額に対 して不足す る場合は、乙は直ちに不足額を納付 しなければ

な らない。

(6)乙 による本契約解除の規定により賃貸借が終了 した とき、及び甲の責に帰すべ き事由により賃貸借
が終了 した ときは、甲は敷 引 (解約引)を行わない。又、乙は、敷金 (保証金)の返還請求権について、
第二者に譲渡 し、あるいは、担保差 し入れ等を行つてはな らない。
(7)敷金 (保証金)返還の時期は、賃貸借が終了し、乙が本物件を明け渡した 日の属する翌月末 日まで

とする。敷金が設定されていない場合、乙の負担すべ き債務があるときは、乙は、甲からの請求に速やか
に応 じて支払わなければな らない。                            ャ

第 6条 (賃料 。共益費 )

乙は、標記の記載に従い、賃料・共益費を支払わなければならない。
の 契約時は lヶ 月に満 たない期間の賃料は、日割計算 した額 とする。
ψ 将来一般経済状態の変動、一般の賃料の増額、又は土地建物に姑す る租税その他、負担の増額があっ
たときは甲は標記賃料及び共益費を増額することが出来 る。
4 水道及び電気の請求が検針の場合、甲が検針 し乙に請求す る。乙は毎月末 日に司翌月分の賃料、共益
費、当月分の水道料金、電気料金を甲に振込支払わなければならない。            

…第 7条 (禁止事項 )

乙は下記 の行為をしてはな らない。                         七

(1)賃借物の用途の変更。 (2)賃借権の譲渡、又はこれを担保に差入ること。
(,)賃借物件の転貸、第二者 との共同使用、その他名 目の如何を問わず、事実上他人に使用させること。
(4)乙が法人である場合の商号変更及び代表者の変更をすること。
(5)改築改装をなすこと。但 し、甲の文書による承諾を得た場合はこの限りではない。
(6)危「父物を建物内に持ち込むこと。                       、
(7)共用部分に障害となる一切の物を放置すること                   '

第 3条 (入居中の費用負担 )

本物件の屋根、柱、壁、梁、床等主要構造部の維持保全に必要な修理費は甲の負担 とし、本物件のうち専
有部分において下記項 目の入居中の手入れ・修繕等については自己の負担にて行 うものとする。
(1)乙の負担にて設置 した壁、天丼、床、造作、設備等。
2)水道栓等給水設備 の軽微な調整 。修理・消耗部 品 (ゴムパッキン等)の交換。
3)電球・蛍光灯・ ヒューズの取替 え。 (4)電話回線工事。
5)甲 が設置 したエア コン・ クーラー等のフィルターの清掃、軽微 な修理、軽微 な部品交換。
6)乙の故意または過失 により必要になつた修繕。 (7)その他軽微な修繕、軽微 な消耗部品の交換。

(
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乙は、本物件につき修繕を必要 とす る箇所を発見 した時には、速やかに甲に通知 しなければな2 乙は、本物件および諸造作設備の修理を自らの負担において実施する場合であっても、そ

跨 ξ案

し

i踊禽島癖鳥P甲
の書面による承諾を得なけれイずならない。

賃貸借期間の定めにかかわらず、乙は甲に対 して予め退去月 (建物 の明凌 し月)の 2ヶ月前の月末
に解約通知書を提出する とにより賃貸借を解約することができる。この場合、解約通知書に記載

らなし ア
」
と
Ｆ

もσ

lI
及Ч

自

明け渡 し予定 日をもって賃貸借は終了する。ただし、上記解約予告に代えて賃料 C共益費その他月
等の解約 申し出日の翌月以降 2ヶ 月分相当額を支払い即時解約できるものとする。
2 解 約通知は、必ず書面にて行うものとし、電話や日頭による通知は効力を発しないものとする。3 賃貸借終了日の属する月の賃貸料等については 日割 り精算 されず、 lヶ 月分乙の負担 とする4 甲が、期間満了 日以後の日を終了 日として賃貸借の解約を申し入れる場合は、借地借家法の
い解約 を申し入れるもの とし、この場合 6ヶ 月の予告期間をおいて書面により通知する。
第 10条 (通知義務)

乙もしく′

=入
居者は、次の各号のいづれかに該当する場合は、直ちにその旨を書面をもって届けな

ならない。
(l)入居者が、入居後電話を設置 したとき。
(2)乙 または連帯保証人の住所 。氏名 (法人の場合は商号、代表者の氏名)ま たは職業・勤務先 (法

疑覇の上場合は業種)に変更が生 じたとき。
(3)本物件が破損 し、また|ま破損のおそれがあるとき。ただ し、緊急を要する場・合

`ま

日頭にて甲に 熱 t.も
,|ン て事足 る。イ

(4)入居者全員が、引続き lヶ月以上本物件を空室にするとき。                 3
第 11条 (看板・内装・造作・諸設備工事)                          る(

乙は、本物件に看板を設置し、またはその他の掲示をする場合は、事前に甲の承認を得なければならな 当
い。                                          .第
2 乙は、本物件内で、内装 。造作工事あるいは電気配線・社内ネ ットワーク構築等の諸設備工事を行う

角場合は、事前に甲の承認を得なければならない。
8 前項および前々項の工事については、乙は、予め設計図面 。仕様書を添付の うえ工事施工願 を甲に提
出 し、承認を受けるものとする。
4 前項の工事施工業者を甲・ 乙協議の上選定 し、甲・乙・施工業者の三者でもつて工事内容の詳細につ
いて協議 し、甲が最終的に決定事項 を承認するものとする。
5 乙による工事の費用負担はすべて乙にあるものとし、以後の工事施工による有益費その他費用の償選
を甲に請求 しない。
6 工事施工により、新たに不動産取得税等の公租公課が発生 した場合は、乙ゐ負担 とする。     :7 工事 を無断着工 した場合、または第 4項の甲が承認 した協議決定事項 と異なる施工をした場合は、甲 |

はこれ を中止 もしくは撤去を要求す ることができ、乙はこれに従 うものとする。           |8 乙が甲の承認を得て行った上記 の原状変更工事の内容および造作物・諸設備については、契約終了時 :

さゑ督悪伝犀電盗覇育岳索農浜占獲 ご鼻璽しゑ僚場馨

約終了前にすべて撤去の うえ原状回復を施 さなけれ |

針は、乙は回復工事義務を免賣される。この場合、特

基 ?τ繁

力

i羹緒躇洗添Pは
甲に前記買取 り請求等の姑価を求めないものとする。

乙または入居者もしくはそれらの関係者が、次の各号の一に該当する行為を行ったときは、乙に対 し何ら
の催告を要せず、甲は、本契約を解除することができる。

F行為によって契約・入居 したとき。

こ寿した談投懇垂基ぽ基ぽ督皆態巣属癖鎮犀筆箋季葎
(例 ;猛獣、サノリ、蛇・ トカゲ類の爬虫類等の搬入・飼育、または、大音量でのテレビ、ステ レオ、カ

ラオケ等を使用することなど。 )

史備を汚損・破損または滅失 したとき。

ノ響澄鵞を奪厭管i否観翁てた?gF員
・準構成員

(7)支払いを停止 し、また lま、理由なく営業を中
争。

ノたとき。
1と き。

2 前項の規定により、甲が本契約 を解除したために甲が損害を被 つた場合は、乙に対して損害賠債を講
求できるが、乙にキ昌害がナ

「 1し て幸、甲l士 子の音力有わオFい ^

けぜ

自

甲

斥

た場

ヤ｀
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8 乙が賃借物件より通知なく退出して lヶ 月以上行方不明となったとき、本賃貸借契約は、甲より何 ら
の催告その他の手続きを要せず、退出よりlヶ 月を経過 したときをもつて終了するものとする。尚、この
場合、賃貸借物件内に残存する乙の所有物は、乙においてその所有物は、乙においてその所有権を放棄 し
たものとし、甲において所有物を任意処分しても乙は一切異議を述べないこと。撤去費用は乙の負担 とす
る。
第 13条 (反社会勢力に関する事項)

甲及び乙は、次の各号を確約する。
①自らまたは自らの役員 (業務を執行する社員、取締役、またはこれ らのに準ずる者をいう。)が、暴力
団、暴力団関係企業、総会屋もしくはこれらに準ずる者またはその構成員 (以 下総称 して「反社会勢力」
という)で はないこと。
②反社会勢力に自己の名義を利用させ、本契約を締結するものではないこと。
③自らまたは第二者を利用 して、次の行為をしないこと。

甲に対する脅迫的な言動または暴力を用いる行為。偽計または威力を用いて甲の業務を妨害し、または
信用を毀損する行為。
2 乙は本物件の使用に当り、次の号に掲げる行為を行つてはならない。また乙が次に掲げる行為を行っ
た場合は、何 ら催告を要せずして、本契約を解除することができる。
①本物作を反社会的勢力の事務所その他活動の拠点に供すること。
②本物件または本物件周辺において、著 しく粗野もしくは乱暴な言動を行い、または威勢を示すことによ
り、甲、他賃借人、付近の住民または通行人に不安を覚えさせること。｀
本物件を反社会勢力に占有させ、または本物件に反復継続 して反社会勢力を出入 りさせること。

|」
乙について、次の各号に該当した場合には、甲は何 ら催告もせず して、本契約を解除することができ

る。①本条第 1項の確約に反する事実が判明 したとき。②契約締結後に自らまたは役員が反社会勢力に該
当したとき。

第 14条 (原状回復、明渡 し及び明渡 し遅延の場合の違約損害金の予定 )

乙は、明渡 しの際、次の各号に定める事項を実行 しなければならない。
(1)乙 及び入居者すべての者の退去。

乙が搬入 したすべての家財物品等の搬出。
建物内外の清掃及びゴミ汚物等の搬出処理。
退去に伴 う電気 。ガス・水道等の公共料金精算手続。この場合、精算書類の提示が必要。
鍵 (入居時に受け取つたもの及び新たに複製 したもの)の返還。
本契約書の返還。ただ し、契約書紛失の場合は賃貸イ背終了を誕す る書面を提出。

信修馨尋子害そ1曇雰彗蒼詈魯ぞ写曇槙自名争旨t:景髯
g9i浄ゑ客肇厭戸ζtr査祭農集告覆

が明け渡し後、建物内外に残置ゴミ。物品等があるときは、甲は、乙がその所有権を放棄したもの
、何らの催告を要せず乙の費用で搬出して他の場所に保管する、あるいは任意に処分することがで

２

３

４

５

６

2  乙
となっ

をしな
3  乙

"し
て

る。

ィ
の
盪倉i騒鶏亀鈴響ど零疋拠とこ:冨示駆惣

 身醤ξこ;密こi3杷伝盟雪督募争

`皆

だ寃g書堪伝専かかわらず、明渡しが遅延する場合、本契約終了日

:P各倉S警暮極雰露章程霞尋1修避毒|こ彊露eの諸経費についての請求をすることはできなぃ。
第 15条 (契約 の消滅並びに返還義務 )

::;ξ写写写3::ξ二ξ
'害

標宮自酵書ぞ豊:菩ζとBξた星多与員
gそ身:ヨ与,〒亀亀藁宇iこ皇

ぞ:集璽膏宴雪写詈持た醤憲こ會糧ど季§言
李替夷資糠議|こ曽畠奮饗笹定奪馬箔顧鵬 甘な漁ヂ蔓

霙え亀変ど角冠条守奏男紀褒五地震・火災等によって本物件が毀損 した ときで、乙の財産に損害が生 じても甲は賠償の責を負わない。

鳥が繁得鍵唇医弯芝奮ご奄筆集督蜃恩塞霜患亀屎た熟亭手重「
は公法上の制限・措置管により賃貸借の継
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第 18条 (規定外事項 )

本物件が将来において甲の都合により所有者の変更が行われた場合は、乙は新所有者 との賃貸借契約無
いての話合いに応 じること。

套写;窒常魯亀爆巨笞尉
た寵語響乞縁錘法と:♀籍控線賃豊罫など言Fに

ついて疑義または紛争が生
:

参与ξ督轍 ξ,身
:と

'常

態二e≧暴́塚
資な塁貢啓鱈宴講層藷掌構墓醤(レ宴穆舞驚塚繁寒写

子の設備費用は賃借人の負担とする。       |

本契約に関し、紛争が生じ、甲・乙の協議によっても解決出来なかったときの管轄裁判所は甲の所在増
管轄裁判所とすることを乙は認諾する。

需患、鐘赫云舎蛭竺予梁腸厚欝冠τ斐畜モ検査をする必要が生じたとき、または乙が2ヶ月分以上1賃料
を滞納 した時は、予めその旨を乙はまたは入居者に通知 し、乙または入居者の立会いのもとに立入検査
行っ♀
2 乙は、上記立入検査に協力する義務がある。
3 火災・漏水 。盗難その他緊急を要する場合で事前に乙または入居者の承諾を得ることができないと
は、第 1項にかかわらず承諸を得ることなく甲または甲の指定する者は、本物件内に立入ることができ
る。この場合、甲は、立入 り後速やかにその旨を乙に報告する。
第 22条 (連帯保証人)

1.連帯保証人 (以下 「丙」「丁」という)は乙と連帯 して、本契約から生じる乙の債務を負担するもの
する。本契約が更新 された場合においても、同様とする。
2.前項の丙および丁の負担は、表記に記載する極度額を限度とする。               i
3.丙および丁が負担する債務の元本は、乙又は丙、丁が死亡したときに、確定するものとする。   |

争号褒壱斧彗ζ弄章豊鵞を蓬喜ヨニ漁雪置た唇要と
感導|こ謎堺ち縛撃塞墓決τ摯持硲毒憲書蒸黒旨

払警
は関係法規並びに慣例に従 うものとし、各々信義|を

ん じ誠意 をもって協議善処するもの とする。
6.(管轄)万―、本契約書に関 し甲・乙間に紛争が生 じた場合は、甲の居住地の裁判所を管轄裁判所と
ることを甲・乙は予め合意する。
第 23条 (特約事項 )

|ウ!勇侯暑基球嘉凝留管寧客r渉
は一切しない。

(3)鍵は甲の了解なく鍵の取替えまたは増設はできない。取替えまたは増設する必要が生じた場合は、
甲の承諾を得て乙の費用負担のもとに甲が行 うものとする。
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約に

生 ど

と容
再と

確 認 書

当契約条項を堅守致しますと共に家賃等は毎月月末までに翌月分を

契約書記載の支払い方法で支払 うことを約束致 します。

支払い期日に賃料の支払いができない場合、前もつて管理者に連絡

の上、了承を得ることを約束致します。

尚、連帯保証人は賃借人と連帯し未払い債務を支払います。

本契約が更新された場合も同様 とすることを承諾致します。

賃借人 (契約者) ／切 帰 る

連帯保証人

朔

　

　

わ

蒼

＞

』

善

一

令和 二年/σ
/月 螂 日

連帯保証人

ブ

⑪
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保金羹籍写幕籍t強芭2を象チ奮電線言柔婁霜害を壊亀界&壱

'雪

警碧釜蒻換
(

F「

丁上r春香藍2餞購 こ
について

年     月     日

住所 大阪府堺市北区長曽根町408-1

氏名 株式会社明光 代表取締役    伊藤 孝治
甲 (貸主)

乙 (借主 )

丙
(連帯保証人 )

ヽヽ氏名

極度額 : (賃料総額の24ヶ 月分)

住 所

氏名

極度額 : (賃料総額の24ヶ 月分)

住 所

住 所

切 知 血

 

屋壬]  TEL氏 ¬々

丁
(連帯保証人 )

媒介業者 大阪府知事 (1)第 62133号

令 和 2年 9月 24日

〒冊1‐80阻 大阪府堺市

'I株式会社FRANKN
代表脚般 迫 田 浩

(大 阪 ) 第 120206
迫  田  浩

覚書 季惚空を嵯否食栗呉罵興慢喬亀脊畿機學迭ビ唇甚曇肇壱撃写
加入し、本物件を退去するまで契約更新

入居者 詢
ヽ｀)仰 D

※ この契約書は、宅地建物取引業法第37条に定められている書面を兼ねています。
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解約通知善

令和  年  月  日

(賃借人氏名 ) …Q

(賃貸物件名 ) 号室

(賃貸物件住所)_……

(連絡先電話番号)

'上
記物件の賃貸借契約の解約を申し入れます。

記載した日までに上記物件を明け渡すことを通知し、契約書に記載の通り確実に履行することを確約いたします。

◆承認事項

,本物件の鍵全部 (コ ピーを含む)と 契約書を退去立会時に持参 し、返却いたします。

・立会時には、家財道具一切を搬出し空室状態にしておきます。

・退去立会時に内装点検により、借主負担分修繕箇所が見受けられると御社に判断された場合や、万一明け波しに不

備があつた場合は、その費用の全額をお支払いいたします。

・万一、明け渡しが遅延することがあれば、理由の如何を問わず、私の遅延により発生した損害について無条件に私

が一切賠償をいたします。

◆注意事項

この通知書は退去通知予告期 日迄に提出してください。

解約月の賃料・共益費等の日割精算は致しません。

解約通知書の撤回、取消し、変更はできません。

・荷物のない状態で、入居者立会の元、室内をチェックさせて頂きますので希望日時をご連絡下さい。(日 ・祝を除く)

退去 日時   令和  年  月  日      立会希望時間   AM・ PM     :

転居先のご住所

今後の参考とさせて頂きますので退去理由のアンケートにご協力お願い致します。

退去理由

管理会社 みなもと管理 (株式会社 源実業)

〒541-0045大阪市中央区道俸町 1丁目2-4源実業北浜ビル 6F

程■106-6203-1300  Fax:06-6203-1311

管理会社
^連

絡 し!郵送または FAX送 信 してください
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管理規約
この規約は、借主及び入居者が遵守しなければならない共同生活の基本的ルールを以下に定めたものです。
1,(善管注意)

借主および入居者貸貸人は賃貸部分の善管注意に関して、以下の各号を守らなければなりません。

,①室内の床、壁、天丼、柱、 ドア、引戸、襖、障子等の建具、鴨居、敷居、付け柱等に押しピン、釘、ビ
ス、接着性物掛、その他汚れを残すものを打ち付けないこと。

②室内に結露やカビが発生しないように通風を心掛けること。

③階下へ漏水がないよう、洗濯機の設置時など水回りの管理には特に注意すること。
④ トイレ、流し台、浴室、洗面の排水管に物を詰らせないよう定期的洗浄を行うこと。
③ガスの取扱いは細心の注意が必要で、台所での使用時は目を離さないこと。
⑥日常使用する物以外で、危険物といわれるものは持ち込まないこと。

2.(一般的遵守事項)

①テレビ、ステレオ、ラジオその他軽楽器等の音量は、周囲に迷惑がかからない程度に抑えること。
②バルコニーもしくは共用廊下から下へ物やゴミ暦を落とさないこと。

③悪臭を放つて近隣に迷惑をかけないこと。

④ペットが飼育できる場合でも、放し飼いにして共用部分に放出し、また、鳴き声、臭いで近隣に迷惑を
かけないこと。

⑤エレベーター内では、物を散らかしたり、落書きをしたり、唾、痰を吐かないこと。
⑥廊下・階段・エントランス等共用部分にゴミや私物を置かず、常に清潔を心掛けること。
⑦消火栓、消火器、避難器具の付近には、絶対に物を置かないこと。

3.(ゴ ミ処理)

①ゴミは、指定のゴミ袋に入れ、必ず指定日の指定時間帯に指定場所に出すことb

②大型 (粗大)ゴ ミの場合は、住まいの市の条例に従います。ゴミ処理センター等に連絡すること。
粗大ごみ収集受付センター 【大阪市】 (通話料無料)・… o120‐ 79‐0053

4,(その他)

①廊下・階段・エントランス・ェレベーター等共用部分で喫煙すること、ゴミをポイ捨てする等、他の入
居者に不快の念を抱かせる行為は禁止します。

②自転車について 駐輪場があり、許可書の必要なマンションには、自転車の管理シールを配付 します。
お持ちの自転車の見やすい場所に部屋番号を記入の上貼り付けて下さい。許可証が貼られていない自転車
や指定の場所に置かれていない自転車は撤去対象となるためご注意下さい。

③長期不在の場合は管理会社へ連絡下さい。

④みなもとメンバーズヵ― ドについて 弊社管理物件の入居様にメンバーズカー ドを配布させて頂いてお
ります。弊社管理物件内でのお引越しの費用の負担が割引になります。入居者以外のお知り合いの方でも
一部適用できますので、引越 しを検討の際はお気軽にお問い合わせ下さい。
以上の規約に関して、違背の程度が著しい入居者がいる場合、契約者の借主に対して、本契約を解除しま
す 。
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重 要 事 項 説 明 書

堺市北区長曽根町408番地の1関西ビル ゴヒ号室

貸主代理  株式会社 明光 様

借  主 西,II知己 様
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重 要 事 項 説 明 書
令下口  2  年   10 月    23 日 西 サII知 己 様

取引形態 (法第34条第2項 )

回 難 □ 代理 図 媒介(仲介

※ 下記建物について宅地建物取引業法第35条及び第35条の2の規定に基づいて次の通り説明します。この内容は重要です、十分理解して下さV

名称 関西ビル 室番号 耳ヒ   号

大阪府堺市北区長曽根町408番地の1 地上 3 階建 地下    降

間取り  1

自宅      

携帯      

(根)抵当権設定

無

(設定 固 有 回 無

該当する制限 (設定 固 有 図 無 )

図 専用メーター □ 割当

日 専用メーター □ 割当

□無日都市回LP 専用メーター 割 当

公共下水 回 その他 (

K

無

共同専用

無
共同

有
専用

無
共同

無
電気

有
淑

有
専用

所在地

物
件

の
表
示

造鉄骨構造  | 床面積 約  38  ∬

氏名 株式会社 明光貸
主
代
理 住所  | 大阪府堺市北区長曽根町408番地の1

委託先名称 みなもと管理管

理
所在地 大阪市中央区道州町1丁 目2-4源実業北浜ビル6F

契約者 西サII知己

往所 堺
借

主

入居者 西 )十 1知己

名義人氏名

名義人住所 大阪市

所
有
権
に
関
す

る
事
項

（
甲
区

）
″ノT4ヨ ほにか随 確本11に D翻 する手 I員

銀

事権所
項利有
六

'こ

権
乙関以
区す外
Vる の

法令名及

飲用水 団 公曽 □ 私営

電気 関西電力爛

ガス

排水

敷金

ネし金

保証金

賃料 85,800

3,300

共益費

水道代
|

管理会社契約事務手数料

賃貸保証料

鍵交換代

抗菌コート代

火災保険 (2年毎)

仲介手数料

2   年  10   月  24   日

2   年  10   月  28   日

入居予定 日

決済予定 日

給湯 図 有 回 無 台所

冷房 日有 □無 トイレ

エレベーター

'浸

房 図 有 □ 無

□ 有 日 無

浴 室

コン ロ
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固 有 日 無 内容

Ｌ

Ｅ

所有者及び管理業者に本物

りますので添付します。
件の石綿調査記録の有無を熊会した結果存在しないことを確認した。

付

無を照会

日 未指定 □外 国内  →内の場合はイヘ

□ 外 国 内   →説明

回 未指定 □ 外 国 内 →内の場合はイヘ

した。

日 外 国 内

イ.津波災

日 外  国 内   →説明

鳥獣類の飼育 可

石油ストープの持込使用 可 不 可

とき

可

内容□有 日無

造成津地防災区域

ア.津波災害警戒区域津波防災地域づくりに
関する法律

ア 土砂災害警戒区城
土砂災害防止対策推進法

イ.七砂災害特別警戒区域

□ 住居 日 店舗 日 事務所
専用
併用

用途制限 利用の制限

□ 講じる 日 講じなtヽ 保全措置を行う期間

□荷 日無幹旋の有無 斡旋の内容 金銭貸借が成立しない時の措置

更新料無し

R2  年  10  月  23  日 》  R4   年  10   月  22   日契約期間 ※哭荘ヽJ別問は大候平による女と:築又は内長工 |

運延により1と むを得ず変更するム〔鋼 奪
"='更新に関する事項 更

1

2
3

4

の 一

の

中は、火災保険に加入し るものとする。

その他、賃貸借契約書特約事項参照

離銹議覇S熟戸識鎖塾    ど髪転巽花を承諸致しました。

を必須とする。

大阪府知事 (1)第62133号

株式会社 FRANKNESS

堺市北区黒士町69番地の2-103

代表取締役 迫口 浩一

す業
る務
事 に 堺市北区黒

TEL 072-242-4487  FAX

l比けIをする宅地たと'物 取引七任者
氏名・登録番ケ

令和

住所

芝  

灼
一 務従

所事

ヽ十

臼

した

の名林及び住所

のlr務所の所在地
業保「証1/J,会 辮離Ⅷ 緞―柵

査Ⅷ =と
生型挫鉗

15I」
‐

本
社
所
在
地

(借主様氏名) (大阪)第 120206号 迫
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不 可

反社会的勢力排除に関する条項

(反社会的勢力の排除)

第1条 借主は、それぞれ相手方に対し、次の各号の事項を確約する。

① 自らが、暴力団、暴力団関係企業、総会屋若しくはこれらに準ずる者又 はその構成員
(以下総称して「反社会的勢力」という)ではないこと。

② 自らの役員 (業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう)が
反社会的勢力ではないこと。

③ 反社会的勢力に自己の名義を利用させ、この契約を締結するものでないこと。
④ 自ら又は第二者を利用して、次の行為をしないこと。

ア 相手方に対する脅迫的な言動又は暴力を用いる行為
イ 偽計又は威力を用いて相手方の業務を妨害し、又は信用を毀損する行為

(禁止又は制限される行為)

第2条 借主は本物件の使用に当たり、下記の禁止事項の遵守を確約する。

① 本物件を反社会的勢力の事務所その他の活動の拠点に供すること。    1
② 本物件又は本物件の周辺において、著しく粗野若しくは乱暴な言動を行い、又は威勢

を示すことにより、付近の住民又は通行人に不安を覚えさせること。
③ 本物件に反社会的勢力を居住させ、又は反復継続して反社会的勢力を出入りさせるこ

と。

(契約の解除)

第3条 借主が、次のいずれかに該当した場合には、その相手方 (貸主等)は、何らの催告も要せず
して、本契約を解除することができる。

① 第 1条め確約に反する事実が判明したとき。

② 契約締結後に自ら又は役員が反社会的勢力に該当したとき。
③ 借主が第 2条に掲げる行為を行った場合は、何らの催告も要せずして

契約を解除することができる。

令和 0年 /沙 月登0日

氏名 ⑮ り 伸 乙

の場合

又li内 駿 工

“
場合がありまサ

住所:埒
i
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2020/10/20 11:13 現在の情報です。

表  題  部   (主である建物の表示 ) 調製 平成 13年 5月 24日 不動産番号 1201000457819
所在図番号 画

所   在 堺市長曽根町 408番 地 1 余 白

堺市北区長曽根町 408番 地 1

辛慶I息筆t場台F腎翌記施行
家屋番号 408番 1の 2 余 白

① 種 類 ② 構  造 ③ 床  面  積   ∬ 原因及びその日付 〔登記の日付〕

嘉で肇農
居

産

。鉄骨造スレート葺 3階 1階
2階
3階

96
108
87

85
98
09

昭和 62年 11月 12日新築

1余 自 1 余 白 1余 白
|

蓼黎あ畠蓬簿望ケ移
令
記
第 37号附貝U第 2条

〒

権 利 部 (甲 区 )(所 有 権 に 関 す る 事 項)

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号 権 利 者 そ の 他 の 事 項

所有権移転
露琴♀〒な尋

12日 ２
４
二
記

１
町
ン
移

卸
麟

韓

成
堺
社
番

平
　
会
２

者
限
１

躙
腑
有
雌

売
８
グ

日

０

ン

買
番地の

爾

写露幸:曇

`脅

孝
令第 37号附則第 2条第 2項

4日

2 イだ姜押

3 2番仮差押登記抹消
蚤野と

`τ

;g12日
原因 平成 17年 9月 9日 執行取消決定

4 所有権移転
葺計藤9オ行:母

30日 屏震式者畳肇争う軍身3,三写写曇地1

所有権移転 日２月
号

９
３

年
９

２
７

成
５

平
第 屏景者蚤

付記 1号

5

5番登記名義人住所変更
蕗晴:B行オζ月27日

本原淫 乗磯鳥珠需先晨良目根
本
蘇球税番地1

6 所有権移転
蕗T326τ :§

27日
昂零者

き
葉

隆
幕露負屋畠登晶丁

売
唇 12番 16号

権 不u部 (乙 区 ) (所 有 権 以 外 の 権 利 に 関 す る 事 項)

ll贋位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号 権 利 者 そ の 他 の 事 項

止 経祇導権言O‡

2 1番根抵当権抹消 平成
第 2

１

６
3
9
年 4月 27日
13号 履屈1¥馨あ基霊注8斜 日放葉

ユ ホIユ紙当権譜‡
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順位 16番の薯く記を穆記

共 同 担 保 目 録

記号及び番号 (ア)第 871号 調製 平成 17年 4月 7日

余 自 余 白

胃鋼是庭霞サ移
務

霊
令第 37号附貝J第 2条第 2項

平成 13年 5月 24日

４
一

綿紙当繕譜P

5 4番根抵当権抹消 平成 18年 9月 22日
第 48653号

原因 平成 18年 9月 22日解除

6 3番根抵当権抹消 第平琴:!τ f写
15日 原因 平成 20年 5月 15日 解除

7 ホ!ユ紙 当Ⅲ懐ヨ,P 平成 20年 5月 15日
第 23502号

8 7番根抵当権抹消 平成 21年 9月 30日
第 62400号

原因 平成21年 9月 30日放棄

立 繹紙 当権 譜 宰

10 9番根抵当権抹消 平成 22年 9月 27日
第 58792号

原因 平成 22年 9月 27日放棄

11 綿紙当ガ毯譜‡

12 11番根抵当権妹消
第
平学;】釘;ヨ

月27日 原因 平成 25年 12月 27日放棄

共 同 担 保 目 録

記・号及び番号 l´しl第 1209号 調製 平成 13年 10月 25日

番 号 担保の目的である権利の表示 順位番号 予 備

1 ユ 平成 18年 12月 7日
平成 20年 5月 15日

変更 (所在 )

受付第 23501号 抹消

2 408番 触 1 家屋番号 408

408番 地 1 家屋番号 4

ユ
華隈歩8籍 ;角写:目釜尋憂T菅七。1号抹消

蜘

躍整 ,姦霊
法務省令第 37号附則第 3条の規定

平成 13年 10月 25日

余 白 余 自 平成20年 5月 15日 全部抹消
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番 号 担保の目的である権利の表示

* 下線のあるものは抹消事項であることを示す。

順位番号 予 備

1 堺市菱六四丁 1915番 4の土地 ユ 平成 18年 5月 19日 受付第26594号 抹消

2 1915番 14の ■〕静堺市菱木四丁 ユ 平成 18年 5月 19日 受付第26594号 株消

3 堺市長曽根町 40R番 1の土地 4 平成 18年 9月 22日 受付第48653号 抹消

4 攀事房蓼据署物 08番
地1 家屋番号 408 生 平成 18年 9月 22日 受付第48653号 抹消

余 白 余 白 平成 18年 9月 22日 全部抹消

共 同 担 保 目 録

記号及び番号 (ウ)第 2760号 調製 平成 20年 5月 15日

番  号 担保の目的である権利の表示 Л瞬位番号 予 備

1 堺市北区長曽根町 408番 1の土地 ユ 平成 21年 9月 30日 受付第 62400号 抹消

2 408番 地 1 家屋番号 4 二 平成 21年 9月 30日 受付第 62400号 抹消

余 白 余 白 平成 21年 9月 30日 全部抹消

共 同 担 保 目 録

記号及び番号 lil第 3477号 調製 平成 21年 9月 30日

番  号 担保の目的である権利の表示 順位番号 予 備

1 堺市北区長 曽組町 408番 1の 十〕, ユ 平成 22年 9月 27日 受付第58792号 抹消

2 堺市美原区今井 257番 1の土地 2 平成 30年 8月 1日 受付第37917号 妹消

3
琴憲善野岳与据讐物 °8番地1 家屋番号 4 ユ 平成 22年 9月 27日 受付第 58792号 抹消

4
琴暮寺雰怪物基 257番地1 家屋番号 25 2 平成 30年 8月 1日 受付第37917号 抹消

余 白 i蜘 平成 30年 8月 1日 全部抹消

共 同 担 保 目 録

記号及び番号 (オ)第 1483号 調製 平成 22年 9月 27日

番 号 担保の目的である権利の表示 順位番号 予 備

1 堺市北区長 曽組町 4f)R番 1の上地 11
語

成 25年 12月 27日 受付第 79245号 抹

2 408番

“

偕I 家屋番; 4 11
語
威 25年 12月 27日受付第 79245・号抹

1余 白 | 余 白 平成 25年 12月 27日 全部抹消
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参考様式第 4号

出張報告は下記のとお りです。

出張報告書

令和 5年 12月 5日

会派の名称 。議員氏名 大阪維新の会 西川 知己

記

1.目   的

現在行われている本市の取 り組みであるDX戦略について、産業戦略の上では先進的か

つ野心的な取組が多い一方、役所機能の効率化については、ここ数年の間にかなり進

んできてはいるものの、まだまだ進めていかなければならない部分が多い。

こういったことから、産業戦略としては、市内各事業者の更なるDXの推進 とイノベー

ション創出のための取 り組みを加速 させ、また、自治体 としてもDXに行きつ く前段階

としての、「デジ芽イゼーション」や「デジタライゼーション」などを進めていくため、

先進的な取 り組みを行っている福岡市並びに佐賀県の取 り組みに視察を行った。

2.期  間 2023年  10月  12日 (木)～ 2023年 10月  13日 (金 )

3.日 程 等
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出張先 (都市・施設名等)

岡市役所 (福岡県福岡市)

県産業スマー ト化センケー (佐賀県佐賀市)

4.面談者

①  福岡市役所

様 (総務企画局 DX戦略部 データ活用推進課長)

(総務企画局 DX戦略部 データ活用推進課 係長)

様 (総務企画局 DX戦略部 DX戦略課 DX戦略係長)

様 (福 岡市市長室 広報戦略室広報戦略課長)

様 (福岡市市長室 広報戦略室広報戦略課 企画係長)

様 (福岡市市長室 広報戦略室広報戦略課 広報課長)

様 (福岡市市長室 広報戦略室広報戦略課 広報第 3係長)

様 (こ ども未来局 こども政策部 こども政策課長)

様 (こ ども未来局 こども政策部 こども政策課 企画係長 )

②  佐賀県産業スマート化センター

(佐賀県産業労働郡 産業 DX・ スター トアップ統括監)

様 (佐賀県産業労働郡 産業 DX・ スター トアップ推進グループ 副課長)

様 (佐賀県産業スマー トセンケー長)

様 (佐賀県産業スマー トセン方―、株式会社佐賀電算センター)

5.報告内容 【調査内容や成果等について、具体的に記載すること】

① 10月 12日 13:00～福岡市役所にて

福岡市での取 り組みについては、メディアでも数多く取 り上げられていることもあ

り、注目度はかなり高いと思われる。

はんこレスの取 り組みについては、全国で話題になるよりかなり以前から取 り組むな

ど、行政システムの効率化を現市長のもとで鋭意取 り組まれてきた。

LINEア プリの活用についても、先進的に取 り組んでおり、また、運営事業者が福岡市

月  日 時 刻

③ 10月   12 日 13:00-15:30

② 10月   13 日 10 :00-12 :00
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に本社を置くこともあって、全国に先駆けて連携して取 り組まれてきた。

結果として、デジタルでできることはデジタルに任せて、人的資源を福祉などに集中

させ、人のぬくもりを感じてもらえるように取 り組んでいる。

O DX推 進について

DXを推進するため、令和 2年にDX戦略課が創設され、「ひろゆき」氏のような民間

人材をDXデザイナーとして複数名採用し、官民連携のプロジェクトチームが結成さ

れている。

DXの推進によってHPな どを利用することが多くなったとしても、UIを工夫するこ

とによって、高齢者などのインターネットに慣れていない利用者であっても画面上の

操作を正夫することによって利用しやすいようにしている。

こういった感覚は民間事業者特有であるが、そういった観点を取り入れることができ

ている。

※DXデザイナーの主な実績

・スマー トフォンでも見やすく入力しやすい画面の新電子申請システムの導入

・ワクチン接種空き状況検索システムや、モバイルどんたく等の新たなシステム、サ

ービスの導入

・市職員への後方デザイン研修の講師

また、市民の利便性の向上や業務の効率化を一層推進し、誰もがデジタル化の恩恵を

実感できることを目指し、令和 5年に「福岡市 DX戦略」を策定した。

取組方針は、セキュヅティは確保しながら、デジタル技術やデータを積極的に活用

し、手続等の利便性向上や日常生活等の課題解決や、地域活動・経済活動の活性化や

行政事務の効率化に取 り組むとのこと。

O 行政手続きのオンライン化について

来庁することなく手続きが完結する「ノンストップ行政」の実現を目指してきた

。時間や場所の制約を受けることなく行政サービスを受けることができ、市民の利便

性が向上

・感染拡大防止対策として、ニーズが高まっている

以上のことから、令和 3年 4月 から、旧電子申請システムを刷新し、新システムを1家

働させた。

その結果、年間処理件数のうちの92.1%を オンライン化、83.5%がオンライン完結と

なった。

ユーザーインターフェイスの改善と、添付データの容量を多くしたが、特に高齢者で

も利用しやすいように、内容をシンプルにし、かつボタンを大きくするなどの工夫を
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行った。

その結果、そもそもの制度の利用者も増えて、高齢者乗車券については、前年度比 3.2

倍の利用者 となった

また、引っ越 しオンライン予約については、PCフ ァース トからスマホファース トにす

ることによって、利用者数が前年の 3.0倍 となった

○  ノモー ト窓口

PCや スマホを持っていないまたは使いこなせない、なおかつ区役所から遠い地域に住

んでいるような方に対 して、地域の公民館にモニターを設置し、そのモニターで職員

と話 しながら手続きや相談ができるといった仕組みを、市内で 10か所設置している

O RPA・ AI―OCRの導入

年間 13,270時間の自動化が実現

○  データを活用 したプッシュ型行政への取 り組み

申請主義から脱却 し、行政側から積極的に案内する体制へ移行する

福岡市公式ポータルサイト「ふ くぉかサポー ト」において、一人ひとりの属性やニー

ズに合わせた情報をプッシュ型で届ける

例 :就学援助、第 3子優遇事業、高齢者乗車券、がん検診、よか ドック、特定保健指

導、歯科節目健診などの案内を属性に応 じて案内する

OLINEを活用 した情報発信

LINE公式アカウントの運用をいち早 く始め、今では登録数 185万人に達 してお り、

他市町村 とは大きく差がつ くほどの登録数 となっている。

ここで、プッシュ型通知をすることにより、市民への効率的な情幸皮提供に寄与 してい

る

○その他の取 り組み

。キャッシュレス決済

。オープンデータ (行政データの公開)

・民間事業者 との共働

等の取 り組みを行っている

視察後の感想

今、地方都市で 1, 2を争う活気の浴れる地域である福岡市ならではの攻めた取 り組

みばかりだと感じた。

こういった取 り組みは、どこの自治体も行政的になりがちであり、行政側にエキスパ

ー トがいないため、ベンダーのいいなりになりがちになってしまう。

議会でいくら質疑をしても、当該課に専門知識を持つ職員がいないため、結局はあま

り改善されることはない状況がよくある。

そういったベンダー優位の状況にしないために、福岡市では民間事業者、特にメディ
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アでもよく見 氏などを行政側の担当に据えることにより、ベンダー側にど

んどん注文を出していくような状況になっている。

また、ディレクターが行政職員に対 しても注文を出していくことによって、行政らし

い ICT戦略ではなく、利用者ファース トの ICT戦略になっていることに、強い印象を

持った。

また、LINE公式アカウントの運用については、市長の先見の明によって、かなり早期

段階から運用を行ってお り、事業者との連携などもうまく行った結果、他を圧倒する

ほどの登録者数および運用効果を出していると言える。

他の事業とも相まって、福岡市の好況を感 じる結果 となった。

② 10月 13日 10:00～佐賀県産業スマートセンターにて

産業スマート化センターは、佐賀県内で企業を考えている方に対するスター トアップ支援

及び、既存企業のDX推進を担っている。

DX推進に注力したのは 2013年 ごろからで、その結果、デジタル技術の発達で飛躍する

IT企業とその恩恵にあずかれない非 IT企業の落差が顕在化した。このため今日では、非

IT企業のデジタル利活用の推進に新たに着手して現在に至っているとのこと。

他方、スタートアップ支援について、佐賀県は、福岡県という九州地方で一番規模の大き

い経済規模の県のとなりに位置するため、何もしなくても人口や事業者が集まるといった

立地ではなく、もし何もしなければ人口や事業者がどんどん減っていってしまう。

だからこそ、佐賀県だからこそ起業したい、これからも佐賀県内で事業を行っていきたい

と思ってもらえるよう、おせっかいといわれるほど事業者や起業者に対 してサポートを充

実させているとのこと。

他方福岡県や福岡市は、人や事業者を呼ぶというより、どんどん人が集まってくるという

ような地域性であるため、集まってきた事業者や人に対して、どういった支援をしていけ

ばいいのかという考え方である。

そういった違いから、佐賀県の厚いスター トアップ支援が生まれたとのこと。

また、行政俣1の人材の質によっては、ス廃―トアップ支援が絵に描いた餅のようになって

しまうこともあるが、佐賀県全体の職員採用方針として、民間経験者をより多く採用する

ようになっているとのことで、民間経験者の採用比率が 47都道府県で一番高いとのこと

で、スタートアップ担当である産業 DX・ スタートアップ推進グループについては、10名

中 7名 が民間出身者という状況で、新規配属職員に対しては、主にOJTを通じて人材育成

を行っている状況。

・センターの使命

テクノロジーとビジネスの未来をデザインする

。ビジョン

)
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DXと スタートアップをテーマにイノベーションにチャレンジできる地域ヘ

・目標

デジタルを佐賀のビジネスの常識へ

佐賀から世界を目指せる企業環境を

こういつた目標を掲げて、それぞれの目標に対するKGIを細分化 して定められている。

取 り組みに対する話題性を高めるため、メディア戦略にもセンター自身で取 り組んでお

り、県外でのビジネスコンテストなどでも佐賀県内事業者が多く受賞しており、現在では

そういった宣伝効果もあって、行政視察の受け入れやイベント参加者も急増しているとの

ことで、良いサイクルで相乗効果が起きていると言える。

産業スマー ト化センターをハブとして、目標達成のための分業体制も以下のようにとられ

ている。

DXア クセラレータ

ITで ビジネスの変革・創出に挑む企業に対 して、毎年 20社対象に数か月単位の伴奏支援

をする

DXコ ミュ_ケータ

県内事業者対象で 1000社 目標に訪間し、産業 DXの普及啓発する

また、継続的な学びや刺激を提供するために以下の取 り組みが行われている

Smart Samural

AI等の開発人材を育てる講座

Smart Nitta

社内 DXジ ーダーを育てる講座

Smart TerakOya

エンジニアの創業・副業を支援

Smart COmmuniげ

エンジエアの交流 。研鑽を促進

このほか、様々な場面において、それぞれの過程にいる事業者や起業家への支援体制が整

えられている。

また、スマー ト化センター以外のそれぞれの運営については、アウトソースされており、

それぞれの担当は専門分野の事業者が受け持ち、専門性を最大限活用している。

参加事業者は21企業にのぼっている。

また、アウトソースについて大きな特徴が、単年度契約であり、もし結果が出なければ次

年度の契約はないという風に、かなりの結果主義を取っている。
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そうすることで、県と事業者の間でマンネジになることがなく、事業所か常に緊張感を持

って事業にあたるという効果がある。

結果として、全国からの協力企業が、開設時 53企業でスタートしたところ、277企業と、

5年で 5内 となり、利用者数も3755名 が利用するということとなった。

この間、DX人材を200名 以上育成し、年間 20社を3～ 4か月伴奏支援するなど、既存事

業所のDX化 と、新規事業所の開設を同時に進めてきた。

特に注意するというところについては、県からの支援の在 り方として、安易に金銭的な補

助をすることは極力せず、調達する力を養 うように進めているところである。

O視察後の感想

今回、福岡市と佐賀県の 2か所で視察を行ったが、その双方での政策の根本的違いを感 じ

た。

2件 目に行った佐賀県は、福岡市と違って、少 し前から人口減少が顕著な都市になってお

り、まずは産業を担 う人間や、スター トアップに興味のある人間を集め育てるという事か

らしていかないといけないという県特有の事情がよく感じ取れた。

ただでさえ経済規模の圧倒的な違いから、福岡へ人、モノ、カネが移ってしまっている現

状から、福岡県内の自治体に支援状況が負けてしまうと、より多 くの事業者が福岡へ移転

してしまう懸念がある。

だからこそ、一つ一つの事業者が、現状の経営の中で必要としている情報や支援の提供

を、受付けるのではなく、全事業者への訪間を目標に、ジアルでプッシュ型支援を行って

いる。

それを継続することによって、最初は小さな動きだったが、次第に結果 となって顕著にな

っていったことから、全国の過疎が進む自治体にとっても、大きな先例 となることだろう

と感 じた。

終わ りに

どこの自治体も、スタートアップ支援や産業誘致などは行っているものの、どこでもやる

ものだから、なかなか結果に結び付いていかない。

そんな中、それぞれの事情に特化 した施策を行い、それぞれに結果を出している2つ の自

治体を視察し、やはり地域に応じた支援施策を実施することが大切であり、地域にマッチ

さえすれば、しっかりと結果が出るのだと分かった。

本市については、佐賀県の状況が近い感じがあるものの、佐賀県ほど中心地に資源が移っ

ているような状況でもないという現状である。

本市が今後行っていくべきと思える施策については、やはり佐賀県の施策を参考にすべき

ところが多々あるが、現状行っている施策については、佐賀県同様行っている施策もあれ
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ば、佐賀県以上に進んでいる施策もあるため、祝察内容を今後情査 していきつつ、本市に

提案 していきたい

以上

出張報告にかかる領収書等の整理番号

10‐ 7

11-6

11‐ 7

r)
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